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町のわだい・できごと

　

ま
た
、
浅
川
保
育
所
と
山
白
石
保
育

所
で
は
、
教
室
に
怖
い
鬼
が
入
っ
て
き

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
子
供
た
ち
自
ら

が
退
治
し
、
自
分
た
ち
の
中
に
い
る
悪

い
鬼
と
保
育
所
に
や
っ
て
き
た
鬼
の
両

方
を
退
治
し
ま
し
た
。
浅
川
幼
稚
園
で

は
、
子
ど
も
た
ち
が
各
教
室
を
回
り
、

「
鬼
は
そ
と
、
福
は
う
ち
」
と
元
気
な

声
で
豆
を
ま
き
、
施
設
の
中
に
い
た
邪

気
を
払
い
ま
し
た
。

　

節
分
の
豆
ま
き
会
が
、
２
月
３
日
㈬

に
浅
川
幼
稚
園
、
各
保
育
所
に
お
い
て

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

豆
ま
き
会
で
は
、
先
生
か
ら
節
分
に

ま
つ
わ
る
紙
芝
居
や
お
話
を
聞
い
た
後
、

子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
作
っ
た
角
や
こ

わ
い
鬼
の
面
を
か
ぶ
り
、
自
分
た
ち
の

中
に
い
る
「
泣
き
虫
鬼
」
や
「
怒
り
ん

坊
鬼
」
、
「
意
地
悪
鬼
」
を
先
生
に
退

治
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ま

か
れ
た
豆
を
子
供
た
ち
が
一
斉
に
拾
い

ま
し
た
。
中
に
は
豆
を
少
し
し
か
拾
え

な
い
子
も
い
ま
し
た
が
、
優
し
い
お
友

達
と
先
生
か
ら
分
け
て
も
ら
っ
て
い
ま

し
た
。

元気に鬼退治!!
幼稚園・保育所

節分豆まき会

元気に鬼退治!!
幼稚園・保育所

節分豆まき会

自分の中にいる鬼を退治してもらうため、角をかぶる子どもたち

鬼のお面をかぶり記念撮影 怖い鬼に泣きじゃくる子ども
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浅
川
町
振
興
計
画
審
議
会
が
２
月
５

日
㈮
に
行
わ
れ
、
現
在
策
定
中
の
「
第

５
次
振
興
計
画
」
と
、
平
成
28
年
度
か

ら
の
３
か
年
に
わ
た
る
「
実
施
計
画
」

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
事
務
局
か
ら
事
業
計

画
等
の
内
容
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
を

受
け
た
後
、
会
と
し
て
の
意
見
を
取
り

ま
と
め
、
代
表
し
て
小
室
孝
行
会
長
が

町
長
に
答
申
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

審
議
会
は
町
教
育
委
員
、
民
生
委
員

協
議
会
長
ら
９
名
に
よ
り
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

各
小
学
校
の
児
童
の
交
流
を
深
め
る

た
め
、
「
三
校
交
流
学
習
」
が
１
月
26

日
㈫
に
浅
川
小
学
校
に
お
い
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

交
流
教
室
に
は
各
小
学
校
の
５
、
６

年
生
児
童
が
参
加
し
、
学
年
ご
と
に
国

語
や
算
数
、
体
育
な
ど
の
授
業
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
普
段
と
違
う
雰
囲
気

の
な
か
で
授
業
を
行
う
こ
と
や
、
中
学

校
進
学
を
控
え
た
児
童
の
交
友
関
係
が

広
ま
る
き
っ
か
け
づ
く
り
の
た
め
、
今

年
度
よ
り
三
校
合
同
で
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
少
年
教
室
の
「
ス
ケ
ー

ト
教
室
」
が
、
１
月
23
日
㈯
に
石
川
町

の
母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
ス

ケ
ー
ト
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
72
名

の
教
室
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

快
晴
の
中
行
わ
れ
た
教
室
で
は
、
セ

ン
タ
ー
職
員
の
皆
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、

ス
ケ
ー
ト
の
基
本
的
な
滑
り
方
の
講
習

を
受
け
ま
し
た
。
初
め
は
な
か
な
か
慣

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

開
始
か
ら
１
時
間
も
す
る
と
大
半
の
教

室
生
が
上
手
に
滑
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

昼
食
後
は
思
い
思
い
自
由
に
滑
走
を

行
い
、
楽
し
い
「
ス
ケ
ー
ト
教
室
」
が

終
了
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
２
回
目
と
な
る
石
川
地
方
町

村
広
域
連
携
事
業
（
婚
活
事
業
）
の
イ

ベ
ン
ト
が
、
２
月
７
日
㈰
に
石
川
町
の

ホ
テ
ル
松
多
屋
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
男
性
87
名
、
女

性
67
名
が
参
加
し
、
19
組
の
カ
ッ
プ
ル

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
、
ふ
く
し
ま

ボ
ン
ガ
ー
ズ
の
４
名
の
芸
人
さ
ん
が
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
司
会
進
行
を
努
め
、

参
加
者
は
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の
食
事
な

ど
を
楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
平
成
28
年
度
も
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

浅
川
町
第
５
次

　
　

振
興
計
画
を
審
議

チ
ャ
レ
少
ス
ケ
ー
ト
教
室

三
校
交
流
学
習

「
石
川
コ
ン
」
開
催
!!
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いつまでもお元気で 祝米寿

3～4か月児健診 １歳６か月児健診

股関節脱臼検査 離乳食教室 幼児歯科健診

３歳児健診

４月１４日（木）

次回は５月３１日（火）
午後０：３０～０：４５
保健センター

平成２７年１１月～１２月生

４月５日（火）日　　程
受付時間

場　　所

場　　所

日　　程
受付時間

対 象 者

対 象 者

４月２１日（木） ４月２０日（水）
午後１：３０～１：４５
石川保健センター

平成２７年１２月生

午前９：４５～１０：００
保健センター

平成２７年８月～９月生

午後１：３０～１：４５
保健センター
平成２２年４月生
平成２３年４月生
平成２６年１月生

【乳幼児の健診・教室】●対象者には個別通知します。母子健康手帳をご持参ください。

午後０：３０～０：４５
保健センター

平成２６年８月～９月生

４月２６日（火）

【つどいの広場・育児相談】
日　時：３月１５日（火）・４月１２日（火）・４月２６日（火）
　　　　午前９時３０分～１１時３０分
場　所：保健センター 大ホール
　　　　★ 希望により、身長や体重の測定もできます。
　　　　★ あかちゃんでも遊べるように、ふとんを敷いたスペースを準備しています。
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5　広報あさかわ　2016.3 【問い合わせ】　保健センター　☎３６̶４７２２

　浅川町では、平成27年10月より幼児を対象として、「フッ化物塗布事業」を実施しています。
フッ化物にはお子さんのむし歯を予防したり、悪化を防いだりする役割があります。希望される方
は、下記の医療機関に電話予約をして受診されるようお願いいたします。
対象児：１歳６か月～就学前までのお子さん
場　所：藤田歯科医院
　　　　（浅川町大字東大畑字大名大塚35）☎36－2055
　　　　富永歯科医院
　　　　（浅川町大字浅川字大明塚14－2）☎36－3231
持参物：保険証、子ども医療受給者証
　　　　受診票や受診カードは歯科医院に準備してあります。
費　用：無料　※１０回を限度とします
その他：
　○塗布に伴う痛みはないので、お子さんによく話をし、きれいに仕上げみがきをしてから受診し
　　てください。
　○フッ化物塗布の間隔は半年に1回が目安です。他の歯科医院で塗布をしている方はご注意くだ
　　さい。
　○不明な点は、保健センターにお問い合わせください。

浅川町幼児フッ化物塗布事業について

12月18日 幼児歯科健康診査でむし歯のない子

すずき そうし くん たかの りょうた くんさとう るな ちゃんこまきね ののか ちゃん

うすい はるひと くん おかだ ゆうま くんいちかわ さき ちゃん かなざわ ゆな ちゃん

ほんま こはる ちゃんたご ちさこ ちゃん まえだ たいが くん

すずき そうし くん たかの りょうた くんさとう るな ちゃんこまきね ののか ちゃん

うすい はるひと くん おかだ ゆうま くんいちかわ さき ちゃん かなざわ ゆな ちゃん

ほんま こはる ちゃんたご ちさこ ちゃん まえだ たいが くんねもと ちほ ちゃん
ねもと かほ ちゃん
ねもと ちほ ちゃん
ねもと かほ ちゃん
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5月16日 幼児の歯科健康診査でむし歯なしのお友達

今年度対象になる方（年齢が該当し、一度も接種したことがない方）
　○65歳　（昭和25年4月2日生 ～ 昭和26年4月1日生）
　○70歳　（昭和20年4月2日生 ～ 昭和21年4月1日生）
　○75歳　（昭和15年4月2日生 ～ 昭和16年4月1日生）
　○80歳　（昭和10年4月2日生 ～ 昭和11年4月1日生）
　○85歳　（昭和  5年4月2日生 ～ 昭和　6年4月1日生）
　○90歳　（大正14年4月2日生 ～ 大正15年4月1日生）
　○95歳　（大正  9年4月2日生 ～ 大正10年4月1日生）
　○100歳 （大正  4年4月2日生 ～ 大正　5年4月1日生）
※60歳から65歳未満の方で、心臓、腎臓、呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活動が極度に制
　限される程度の障害やヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に日常生活がほとんど不可能
　な程度の障害がある方（身体障害者手帳1～2級程度）も対象となります。
　対象の方には、1月にも再通知しています。必要な書類は、保健センターと役場保健福祉課
　の窓口にあります。

　今年度対象年齢の方は、3月31日までに接種を受けてください。期間を過ぎると、料金が全
額自己負担となりますのでご注意ください。

【作り方】
①　かぶの皮を厚めにむいて薄くスライス
　　する
②　かぶの葉は長さ1～2cmに切る
③　ビニール袋にかぶ、かぶの葉、塩を入
　　れてよくもみ込みしんなりさせる
④　しんなりしたら軽く水ですすいで、水
　　をしっかり絞る
⑤　④と瓶入りなめたけを和え、器に盛る

　かぶは、根と葉の栄養成分が違う食品です。
　根は淡色野菜でビタミンCを多く含み、でんぷん消化酵素の
アミラーゼを含んでいます。アミラーゼは胸やけや食べすぎの
不快感を取って整腸作用があります。
　葉は緑黄色野菜で、カロチン・ビタミンC・鉄・カルシウ
ム・カリウム・食物繊維などを含んでいます。これらの成分の
おかげでがんにならないための健康維持に役立ちます。
　栄養たっぷりなかぶを食べて、日々の食事から健康に気をつ
けましょう。

　平成28年度浅川町健康カレンダーが、３月下旬頃、行政区長さんをとおして各家庭に配布されま
す。基本的に１世帯に１部となっておりますが、１部以上希望される場合は、保健センターまでご連
絡ください。

かぶのなめたけ和え今月の一品
（社会福祉協議会調理員　會川麻支子さん）

　かぶ　　　　　　１～２個
　かぶの葉　　　　４～５本
　塩　　　　　　　少々
　瓶入りなめたけ　大さじ２

【材料（２人分）】

～平成28年度健康カレンダーについて～

【心の健康相談】
日　程：3月23日（水）（予約制）　場　所：浅川町保健センター
○相談を希望される方は、電話で申し込んでください。
○精神面で悩みを持っている方、心の病気や精神障害で困っている方やその家族、関係者が対象に
　なります。相談には、医療機関の臨床心理士が応じます。
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　福島県では、９月と３月を「自殺対策強化月間」としており、自殺防止・心の健康づくりのための普及
啓発活動に取り組んでいます。
　３月は就職や進学、転勤、転居など、生活環境が大きく変わり、精神的負担が大きくなる時期です。休
養を上手にとり、ストレスをため込まないよう身近な人に話をしたり、相談したりしてみることを心がけ
ましょう。

＜きづく＞　～周りの人の悩みに気づき、耳を傾ける～
○「あれ、いつもと違うな。」と感じたら、まずは声をかけてみましょう。
○相手の話を聴くことが重要です。時間をかけて、できる限り話を聴きましょう。
○話題をそらしたり、訴えや気持ちを否定したり、表面的な励ましはしたりせず、相手の気持ちを尊重し
　共感しましょう。

＜つなぐ＞　～早めに専門家に相談するよう促す～
○心の病気の兆候があれば、本人の置かれている状況や気持ちを理解してくれる家族、友人等に協力を求
　めましょう。
○治療が必要な場合は、相談機関や医療機関の受診を勧めてみましょう。

＜見守る＞　～あたたかく寄り添いながら、じっくりと見守る～
○自然な雰囲気で声をかけて、あせらずに、寄り添いながら見守りましょう。
○あまり過敏にならず自然な対応を心がけ、家庭や職場での体や心の負担が減るように配慮しましょう。

～安心して 心身ともに 健康で働き続けるために～
　近年、働く人のうつ、精神疾患が原因と思われる労災認定件数が増加傾向にあることから、労働
安全衛生法が改正され、平成27年12月より、従業員50名以上の企業に対しストレスチェックの実
施等が義務化されました。
○常時使用する労働者に対して、医師、保健師等による心理的な負担の程度を把握するための検査
　（ストレスチェック）を実施することが事業者の義務となります。
○検査結果は、検査を実施した医師、保健師等から直接本人に通知され、本人の同意なく事業者に
　提供することは禁止されます。
○検査の結果、一定の要件に該当する労働者から申出があった場合、医師による面接指導を実施す
　ることが事業者の義務となります。また、申出を理由とする不利益な取扱いは禁止されます。
○面接指導の結果に基づき、医師の意見を聴き、必要に応じ就業上の措置を講じることが事業者の
　義務となります。
【働く人の悩みホットライン】☎03－5772－2183（日本産業カウンセラー協会）
【こ こ ろ ほ っ と ラ イ ン】☎0120－565－455（厚生労働省）

大切な人の悩みに　～きづく つなぐ 見守る～
3月は自殺対策強化月間

～年中無休の相談窓口～
　【福島いのちの電話】　☎024－536－4343
　　　　　　　　　　　　（受付時間　午前10：00～午後10：00　年中無休）

運動不足を解消しましょう！
保健センターの運動器具をご利用ください。

毎週月曜日～金曜日
午前８時３０分～午後５時

ウォーキングマシーン・チェストプレス・
トレッドミルサイクル・アブドミナルクランチ等
　　　　無料

期間及び時間

費用

設置されている運動器具



いわき市に住む70歳代女性の自宅の加入電話
に、「お母さん、のどが痛くて今病院なんだ。」
と男の声で電話が入り、女性が「声が変だ
ね。」と聞くと、「喉が腫れて膿が出ている。
バッグと一緒に携帯も盗まれたから友達の携
帯を借りて電話している。友達の携帯は古いか
ら声が変に聞こえる。」と答え、女性は話を信
じてしまった。そして、「盗まれたバッグに会社
に払わなければならない500万円が入ってい
たので準備してほしい。」と頼まれ、自宅近くで
息子の会社の同僚を名乗る男に現金を手渡し
てしまった。

南相馬市に住む70歳代女性の家に「南相馬署
刑事課のオオノ」を名乗る男から電話があり、
「あなたの預金通帳が犯罪に使われている。
預金通帳にいくらあるのか教えてほしい。通帳
を解約し、現金を手元においた方が安全なの
で全額解除してください。」「現金の中に偽札
が混じっていることがわかったので調べさせて
ほしい。これから部下のスズキという者を向か
わせるので渡してほしい。」と言われ、話を信じ
た女性が700万円の定期を解約して、自宅に
現金を受け取りに来た犯人に手渡してしまった。

被害者宅に「ボランティアのハラダ」や「マツシ
タ」を名乗る男から「老人ホームが建設され、
その入居者名簿にあなたの名前がある。取り
消すには1,000万円かかる。用意できない
か。」との電話があり、被害者は4回にわたり、
合計1,000万円を男らの指定する東京都内の
住所地に宅配便で送付してしまった。

役場等の公的機関を名乗る者から電話があり、
「医療費の還付金があります。還付金の手続
きは金融機関のATMではできないので、近く
のスーパーのATMへ行ってください。言うとお
りにボタンを操作してください。」と言われ、そ
のとおりに操作したら知らない間に犯人の口座
へ送金していた。

郡山市に住む50歳代女性の自宅の加入電話に
弟を名乗る男から電話があり、「のどの調子が
悪いので、仕事のついでに病院に来ている。」
「診察中に財布や携帯電話が入ったカバンを
盗まれてしまった。財布に入っていた会社の
キャッシュカードを使って支払いをする予定が
あったができなくなった。」「キャッシュカード
は悪用されていなかったが、カードが利用停止
になっていてすぐには使えないので、後で返す
から400万円を貸してほしい。」等と連絡があ
り、その後金融機関で400万円を引き出し、
JR安積永盛駅付近の路上において、現金を受
け取りに来た男(家族の上司の息子を名乗る者)
に手渡してしまった。

カクニンジャー福くん

息子をかたる
「オレオレ詐欺」

被害者は高年齢者だけではない
中高年齢者を狙った
なりすまし詐欺

警察官かたりの詐欺被害

架空請求による高額被害

公的機関を名乗る
「還付金詐欺」

息子をかたる
「オレオレ詐欺」

被害者は高年齢者だけではない
中高年齢者を狙った
なりすまし詐欺

警察官かたりの詐欺被害

架空請求による高額被害

公的機関を名乗る
「還付金詐欺」
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　なりすまし詐欺の被害防止には、犯人からの電話に出ないことが効果的です。現在、なりすま
し詐欺電話撃退装置を無料貸し出し中ですので、ご希望の方は、石川警察署（☎26-2191）にお
問い合わせください。
※装置は数に限りがあります。
機能その1
着信時に会話が自動録音されることを警告するメッセージが
流れるので、録音を嫌がる者は電話を切ります。
機能その2
警告メッセージのあと、警告音が鳴りはじめ、その後の会話
が高音質で自動録音されます。

図1
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し
詐
欺
」

　

な
り
す
ま
し
詐
欺
の
発
生
件
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
被

害
額
も
高
額
に
な
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）
。
町
内
や
郡
内
で
も
な

り
す
ま
し
詐
欺
の
予
兆
電
話
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
被
害

に
遭
わ
な
い
よ
う
、
皆
さ
ん
も
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

電
話
で
お
金
を
要
求
さ
れ
た
ら

ま
ず
は
周
囲
に
確
認
を
!!

　

息
子
や
孫
、
警
察
官
、
公
的
機
関
職
員
等
を
名
乗
る
電
話
、

「
名
義
を
貸
し
て
」
と
持
ち
か
け
る
電
話
、
有
料
サ
イ
ト
料
金
が

未
納
と
い
う
電
話
、
投
資
話
や
「
宝
く
じ
が
当
た
っ
て
い
ま
す
」

な
ど
と
い
う
儲
け
話
の
電
話
な
ど
か
ら
、
お
金
の
要
求
に
発
展
す

る
場
合
は
詐
欺
と
思
い
、
す
ぐ
に
電
話
を
切
り
、
警
察
や
家
族
等

に
通
報
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
役
場
、
警
察
な
ど
が
電
話
で
預

金
を
下
ろ
す
指
示
を
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
な
り
す
ま
し
詐
欺
の
犯
人
は
、
金
融
機
関
や
宅
配
業
者

等
の
声
か
け
に
よ
る
被
害
防
止
の
網
を
か
い
く
ぐ
る
た
め
、
被
害

者
に
対
し
「
お
金
を
引
き
出
す
際
に
う
そ
の
使
用
目
的
を
話
す
こ

と
」
「
現
金
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
ば
れ
な
い
よ
う
に
小
包
を
つ

く
る
こ
と
」
な
ど
に
つ
い
て
指
示
し
て
き
ま
す
。
ま
た
、
警
察
官

か
た
り
の
詐
欺
な
ど
で
は
、
「
金
融
機
関
職
員
に
詐
欺
グ
ル
ー
プ

の
犯
人
が
い
る
」
と
話
し
、
窓
口
で
の
被
害
防
止
を
困
難
に
し
て

き
ま
す
。

詐
欺
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は

　

犯
人
は
様
々
な
方
法
で
お
金
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
し
て
き
ま
す
。

詐
欺
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
留
守
番
電
話
機
能
を
活
用
し
て
、

電
話
の
相
手
を
確
認
し
て
か
ら
電
話
に
出
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

ま
た
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
対
し
て
は
、
家
族
と
合
言
葉
を
決
め
て

お
く
こ
と
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

万
が
一
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
場
合
は
話
を
う
の
み
に

せ
ず
、
必
ず
周
囲
に
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
電

話
を
受
け
た
場
合
は
、
必
ず
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　なりすまし詐欺の被害防止には、犯人からの電話に出ないことが効果的です。現在、なりすま
し詐欺電話撃退装置を無料貸し出し中ですので、ご希望の方は、石川警察署（☎26-2191）にお
問い合わせください。
※装置は数に限りがあります。
機能その1
着信時に会話が自動録音されることを警告するメッセージが
流れるので、録音を嫌がる者は電話を切ります。
機能その2
警告メッセージのあと、警告音が鳴りはじめ、その後の会話
が高音質で自動録音されます。
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東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年

災
害
へ
の
備
え
は
万
全
で
す
か

　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9.0
、
死
者
行
方
不
明
者
を
合
わ
せ

て
１
万
８
千
人
以
上
と
い
う
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
。
町
に
お
い
て
は
、
震
災

の
復
旧
事
業
も
終
了
し
、
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
か

に
見
え
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
原
発
事
故
の
影
響
に
よ
る

風
評
被
害
な
ど
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
内
に
お
い
て
は
、
震
災
以
降
も
台
風
や
集
中
豪
雨
な

ど
に
よ
る
大
き
な
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
の
災
害
へ
の
備
え
は
万
全
で
し
ょ
う
か
。
地

震
に
限
ら
ず
、
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
過
去
の
経
験
を
生
か
し
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
家

族
が
慌
て
ず
行
動
で
き
る
よ
う
、
災
害
発
生
し
た
時
間

帯
や
家
族
が
外
出
し
て
い
た
場
合
な
ど
、
様
々
な
ケ
ー

ス
を
想
定
し
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

話
し
合
い
で
は
、
想
定
し
た
ケ
ー
ス
ご
と
に
分
担
を

決
め
る
ほ
か
、
高
齢
者
や
乳
幼
児
な
ど
家
族
構
成
も
考

慮
し
次
の
よ
う
な
こ
と
も
相
談
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
家
の
中
で
ど
こ
が
一
番
安
全
か

○
避
難
場
所
、
避
難
路
は
ど
こ
か

○
非
常
時
持
出
袋
は
ど
こ
に
置
い
て
あ
る
か

　

家
族
が
離
れ
ば
な
れ
で
被
災
し
た
と
き
を
考
え
て
、

お
互
い
の
安
否
確
認
手
段
を
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　

被
災
地
で
は
、
連
絡
手
段
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

断
し
た
場
合
は
、た
め
ら
う
こ
と
な
く
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
署
、
警
察
等
は
救
急
・
救
助
活
動
等
に
追
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
「
災
害
状
況
の
問
い

合
わ
せ
」
等
に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
の
活
動
に
支
障
を
き

た
し
ま
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、
避
難
場
所
は
、
切
迫
し
た
災
害
の
危
険
か
ら

逃
れ
る
た
め
の
指
定
緊
急
避
難
場
所
と
、
避
難
者
の
生

活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
に
一
定
期
間
の
滞
在
が
可
能

な
避
難
所
に
区
別
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
各
施

設
の
用
途
、
場
所
を
再
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○指定緊急避難場所
　災害が発生、又は発生するおそれがある場合に、その危険から逃れるた
めの避難場所
　・浅川町武道館　・浅川中学校　・浅川小学校
　・里白石小学校　・山白石小学校
○指定避難所
　避難した住民等を災害の危険性がなくなるまでに必要な間滞在させる避難所
　・浅川町武道館　・浅川中学校　・浅川小学校　・里白石小学校
　・山白石小学校　・大草集会所　・浅川（背戸谷地）集会センター
　・小貫生活改善センター　・中里コミュニティ消防センター
　・里白石北部集会センター　・山白石多目的研修センター

○福祉避難所
　高齢者、障がい者、乳幼児等の要配慮者を滞在させるための避難所
　・浅川町武道館 ・保健センター

避
難
場
所
の
再
確
認
を
し
ま
し
ょ
う

～浅川町避難所一覧～

家
族
で
の
防
災
会
議

家
族
と
の
連
絡
方
法
の
確
認

公
衆
電
話
等
か
ら
利
用
で
き
る
「
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

171
」
や
、
携
帯
電
話
の
「
災
害
用
伝
言
板
」
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
連
絡
を
取
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

「
Ａ
ｓ
ａ
ｋ
ａ
ｗ
ａ 

Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ 

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
」
で
も
、

災
害
時
に
安
否
確
認
や
情
報
収
集
が
行
え
る
よ
う
「
災

害
時
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
と
し
て
、
無
料
で
開
放
し

て
い
ま
す(

利
用
は
東
日
本
電
信
電
話
㈱
の
判
断
に
よ

り
ま
す)

。

　

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
有
効
に
活
用
す
る
に
は
、
事

前
に
活
用
方
法
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
Ａ
ｓ
ａ
ｋ
ａ
ｗ
ａ 

Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ 

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
」
の
ご
利

用
方
法
に
つ
い
て
は
、
町
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

避
難
す
る
時
も
、
周
囲
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ガ
ラ
ス
や
看
板
等
が
落
ち
て
き
て
、
思
わ
ぬ
事
故
に
遭

う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
避
難
す
る
際
は
ガ
ス
の
元
栓
を

閉
め
て
か
ら
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
避
難
が
長
引

く
と
予
想
さ
れ
る
時
は
、
電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
も
落
と

し
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
様
々
な
情
報
が
飛
び

交
い
ま
す
。
う
わ
さ
や
デ
マ
な
ど
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
役
場
等
か
ら
の
情
報
に
注
意
し
、
正

し
い
状
況
の
把
握
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
役
場
か
ら
避
難
指
示
、

勧
告
等
が
発
令
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
発
令
さ
れ

た
場
合
は
速
や
か
に
従
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、発
令
さ

れ
て
い
な
く
て
も
、身
の
周
辺
に
危
険
が
迫
っ
て
い
る
と
判

避
難
す
る
時
も
周
囲
を
確
認

有
事
の
際
に
は
焦
ら
ず
慌
て
ず
落
ち
着
い
た
判
断
を
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す
る
に
は
、
事

前
に
活
用
方
法
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
Ａ
ｓ
ａ
ｋ
ａ
ｗ
ａ 

Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ 

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
」
の
ご
利

用
方
法
に
つ
い
て
は
、
町
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

避
難
す
る
時
も
、
周
囲
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ガ
ラ
ス
や
看
板
等
が
落
ち
て
き
て
、
思
わ
ぬ
事
故
に
遭

う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
避
難
す
る
際
は
ガ
ス
の
元
栓
を

閉
め
て
か
ら
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
避
難
が
長
引

く
と
予
想
さ
れ
る
時
は
、
電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
も
落
と

し
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
様
々
な
情
報
が
飛
び

交
い
ま
す
。
う
わ
さ
や
デ
マ
な
ど
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
役
場
等
か
ら
の
情
報
に
注
意
し
、
正

し
い
状
況
の
把
握
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
役
場
か
ら
避
難
指
示
、

勧
告
等
が
発
令
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
発
令
さ
れ

た
場
合
は
速
や
か
に
従
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、発
令
さ

れ
て
い
な
く
て
も
、身
の
周
辺
に
危
険
が
迫
っ
て
い
る
と
判

避
難
す
る
時
も
周
囲
を
確
認

有
事
の
際
に
は
焦
ら
ず
慌
て
ず
落
ち
着
い
た
判
断
を
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仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ
リ
テ

ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
職
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

国
税
専
門
官
は
、
国
の
財
政
を
支

え
る
重
要
な
仕
事
を
担
い
、
税
務
署

等
に
お
い
て
、
調
査
、
徴
収
、
検
査

や
指
導
な
ど
を
行
う
税
務
の
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
で
す
。

○
受
験
資
格

　

①
昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　
　

７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

　

②
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　
　

れ
の
者
で
、大
学
を
卒
業
し
た
者

　
　

及
び
平
成
29
年
３
月
ま
で
に
大

　
　

学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
、又

　
　

は
人
事
院
が
そ
れ
と
同
等
の
資

　
　

格
が
あ
る
と
認
め
る
者

○
受
験
申
込
受
付
期
間

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

平
成
28
年
４
月
１
日
㈮
か

　

ら
４
月
13
日
㈬
ま
で

　

郵
送
又
は
持
参

　

平
成
28
年
４
月
１
日
㈮
か

　

ら
４
月
４
日
㈪
ま
で

○
受
験
申
込
方
法

　

受
験
申
込
み
は
原
則
イ
ン
タ
ー
ネ

　

ッ
ト
申
込
み
と
す
る
。

　

郵
送
又
は
持
参
用
受
験
申
込
書
の

　

請
求
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
、
仙

　

台
国
税
局
人
事
第
二
課
又
は
人
事

　

院
東
北
事
務
局
へ
行
う
。

○
第
１
次
試
験
日

　

平
成
28
年
５
月
29
日
㈰

【
問
い
合
わ
せ
】

　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら
、
是

非
会
議
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
検
察
審
査
会
の
窓
口
で
は
、

検
査
の
申
し
立
て
や
相
談
も
行
っ
て

い
ま
す
。
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
郡
山
検
察
審
査
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

郡
山
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
0
2
4-

9
3
2-

5
6
5
6
㈹

　

昭
和
23
年
〜
昭
和
63
年
ま
で
の
間

で
、満
７
歳
に
な
る
ま
で
に
集
団
予
防

接
種
や
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
受

け
た
方
は
、Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
集

団
予
防
接
種
等
に
よ
り
、Ｂ
型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
さ
れ
た
方（
こ
れ
ら
の

方
々
の
相
続
人
を
含
み
ま
す
。）に
、病

態
に
応
じ
て
50
万
円
か
ら
３
６
０
０
万

円
の
給
付
金
等
を
支
給
す
る
仕
組
み

が
あ
り
ま
す
。

　

給
付
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、

救
済
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

と
、
病
態
を
証
明
す
る
た
め
、
医
療

機
関
な
ど
か
ら
必
要
な
証
拠
を
収
集

し
て
い
た
だ
き
、
国
を
相
手
と
し
た

国
家
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
裁
判
上

の
和
解
手
続
に
よ
り
、
救
済
要
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
が
証
拠
か
ら
確

認
で
き
た
方
に
は
、
給
付
金
を
お
支

払
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
一
連
の
手
続
の
一
部
ま

た
は
全
部
を
弁
護
士
に
依
頼
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
弁
護
士
に
つ
い
て

は
、
「
Ｂ
型
肝
炎 

弁
護
士
」
で
検
索

で
き
ま
す
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
各
地
の
弁
護
団
の
連

絡
先
へ
の
リ
ン
ク
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て

い
る
か
ど
う
か
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
（
血
液
検
査
）
で
簡
単
に
わ
か

り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

県
中
保
健
福
祉
事
務
所

感
染
症
予
防
チ
ー
ム

☎
0
2
4
8-

7
5-

7
8
1
8

　

県
で
は
、
身
体
に
障
が
い
の
あ
る

方
、
重
度
の
知
的
障
が
い
・
重
度
の

精
神
障
が
い
の
あ
る
方
の
た
め
に
使

用
さ
れ
る
自
動
車
で
、
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
自
動
車

税
及
び
自
動
車
取
得
税
の
全
額
を
減

免
し
て
い
ま
す
。

　

減
免
を
受
け
る
自
動
車
は
障
が
い

者
一
人
に
つ
き
自
動
車
１
台
（
18
歳

以
上
の
身
体
障
が
い
者
の
た
め
に
使

用
す
る
場
合
は
障
が
い
者
名
義
の
車

に
限
る
）
に
限
り
、
減
免
に
は
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
申
請
に
必
要
な
書
類
等

・
提
出
書
類

　

自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
減
免

　

申
請
書
、※

生
計
同
一
証
明
書
、

　

※

常
時
介
護
証
明
書
（※

該
当
す

　

る
場
合
の
み
町
で
発
行
す
る
書
類

　

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
）

・
提
示
書
類
等

　

各
種
手
帳
、
運
転
す
る
方
の
運
転

　

免
許
証
、
自
動
車
検
査
証
（
す
で

　

に
所
有
し
て
い
る
場
合
）
、
減
免

　

を
申
請
す
る
方
の
認
印

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
0
2
4-

9
3
5-

1
2
6
1

検
察
審
査
委
員
制
度
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

　
　

感
染
者
給
付
金
制
度

障
が
い
者
の

自
動
車
税
減
免
に
つ
い
て

☎
0
2
2-

2
6
3-

1
1
1
1

○
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、
相

続
・
遺
言
、
多
重
債
務
、
少
額
の
裁

判
、
成
年
後
見
等
に
関
す
る
法
律
相

談
、
震
災
に
よ
る
困
り
ご
と
相
談
等

○
開
催
日
時
及
び
場
所

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
セ
ン
タ
ー

（
白
河
市
中
田
140
）

　

３
月
３
日
㈭

　

４
月
７
日
㈭

　

６
月
２
日
㈭

　

午
後
５
時
〜
８
時

　

須
賀
川
市
中
央
公
民
館
２
階

　

（
須
賀
川
市
八
幡
町
134
）

　

３
月
17
日
㈭

　

４
月
21
日
㈭

　

５
月
19
日
㈭

　

６
月
16
日
㈭

午
後
１
時
〜
４
時

※

両
地
区
に
お
い
て
相
談
日
時
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

緊
急
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

最
寄
り
の
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

祝
祭
日
を
除
く
月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
4
8-

2
3-

1
7
8
5

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

相 談

募 集国
税
専
門
官
採
用
試
験

◯
検
察
審
査
会
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

交
通
事
故
の
加
害
者
や
窃
盗
、
傷

害
な
ど
の
犯
人
を
起
訴
す
る
か
ど
う

か
の
判
断
を
す
る
の
は
、
検
察
官
の

み
に
与
え
ら
れ
た
権
限
で
す
。
し
か

し
、
そ
の
検
察
官
が
万
が
一
判
断
を

誤
り
処
罰
す
べ
き
人
を
不
処
罰
に
し

て
し
ま
っ
た
場
合
、
被
疑
者
を
裁
判

に
か
け
る
こ
と
も
で
き
ず
、
検
察
官

の
誤
り
を
是
正
す
る
手
段
が
無
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、検
察
官
が
不
起
訴
に
し
た

こ
と
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い

て
、そ
の
判
断
の
正
当
性
を
検
証
す
る

の
が
検
察
審
査
会
制
度
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
全
国
の
検
察
審
査
会

が
審
査
し
た
事
件
数
は
16
万
件
に
上

り
、
交
通
事
故
や
窃
盗
な
ど
の
事
件

の
ほ
か
、
明
石
花
火
大
会
事
件
な
ど

の
社
会
の
注
目
を
集
め
た
事
件
も
あ

り
ま
す
。

◯
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら

　

検
察
審
査
員
は
、
選
挙
権
を
有
す

る
国
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
検
察
審

査
委
員
候
補
者
か
ら
３
か
月
ご
と
に

く
じ
で
選
ば
れ
ま
す
。

　

検
察
審
査
員
法
の
施
行
か
ら
、
こ

れ
ま
で
全
国
で
58
万
人
以
上
の
人
が

検
察
審
査
員
（
又
は
そ
の
補
充
員
）

に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

実
際
に
検
察
審
査
員
を
さ
れ
た
多
く

の
方
々
か
ら
は
、
「
貴
重
な
体
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
感
謝
し
た
い
」
と

い
う
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

その他



スクラップ・アンド・ビルド
著者：羽田圭介

出版社：文藝春秋

「早う死にたか」毎日のようにぼやく祖父の願いをかなえてあげ
ようと、ともに暮らす孫の健斗は、ある計画を思いつく。日々の
筋トレ、転職活動。肉体も生活も再構築中の青年の心は、衰えゆ
く生の隣で次第に変化して…。
閉塞感の中に可笑しみ漂う、新しい家族小説の誕生!第153回芥
川賞受賞作。

いのちのまつり
著者：草場一寿

出版社：サンマーク出版

津軽百年食堂
著者：森沢明夫

出版社：小学館文庫

明治時代の津軽・弘前でようやく地元の蕎麦を出す食堂を開店
した賢治。それから時は流れ、四代目にあたる陽一は、父との確
執から弘前を離れて、東京で暮らしていた。故郷への反発を抱え
ながら孤独な都会で毎日を送っていた陽一は、運命に導かれる
ように、同郷の七海と出逢う。ある日、父が交通事故で入院し、
陽一はひさしぶりに帰省する。恋人の七海が語っていた幼い頃
の思い出や、賢治の娘でもある祖母の純粋な心に触れて、陽一
の故郷への思いは、少しずつ変化していく。
桜舞う津軽の地で、百年の刻を超え、受け継がれていく美しい心
の奇跡と感動の物語。

中
央
公
民
館 

図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

●月曜日～金曜日：午前８時３０分～午後５時
●第２・４木曜日：午後７時まで

返却していない本がありましたら
次の方のために早く返却しましょう!!

図書室開室時間

上記時間中、本の貸出しを行っています。
貸出期間は１冊につき２週間で、一人５冊まで借りられます。
詳しくはお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　　　　中央公民館　☎ 36－2134

☆ 日 程　平成28年３月８日（火）
　　　　  午前10時30分～
☆ 場 所　浅川町保健センター
　大型絵本や大型紙しばいを読みます。
　お楽しみに！

著者の草場さんは長崎県で起きたある事件をきっかけに、「いの
ち」の大切さを伝えるべく、最初は自費出版でこの絵本を作りあ
げました。私たち一人ひとりの背後に連なる無数の「いのち」。そ
のどれが欠けても、あなたは存在しません。その事実を言葉では
なく、視覚を使って体験してほしい思いが、壮大なしかけ絵本へ
とつながっていきました。全国発売になってからも、とくに子ど
もたちへの読み聞かせに使わせていただいています。今一度、
「いのち」の尊さ、大切さをみんなで味わってみてください。

※この本は、県の「自殺対策補助金」を活用して購入させていた
　だきました

著者の草場さんは長崎県で起きたある事件をきっかけに、「いの
ち」の大切さを伝えるべく、最初は自費出版でこの絵本を作りあ
げました。私たち一人ひとりの背後に連なる無数の「いのち」。そ
のどれが欠けても、あなたは存在しません。その事実を言葉では
なく、視覚を使って体験してほしい思いが、壮大なしかけ絵本へ
とつながっていきました。全国発売になってからも、とくに子ど
もたちへの読み聞かせに使わせていただいています。今一度、
「いのち」の尊さ、大切さをみんなで味わってみてください。

※この本は、県の「自殺対策補助金」を活用して購入させていた
　だきました
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国民年金についてのお知らせ
ご存知ですか？国民年金の任意加入制度
　老齢基礎年金(65歳から受けられる年金)は、20歳から60歳になるまでの40年間保険料を納めなければ、
満額の年金を受け取ることができません。
　国民年金保険料の納め忘れなどにより、保険料の納付済期間が40年間に満たない場合は、60歳から65
歳になるまでの間に国民年金に任意加入して保険料を納める事により、満額に近づけることができます。
　なお、老齢基礎年金を受けるためには、保険料の納付済期間や保険料の免除期間等が原則として25年以
上必要となりますが、この要件を満たしていない場合は、70歳になるまで任意加入することができます。
(ただし、昭和40年4月1日以前に生まれた方に限られます。)
　また、海外に在住する日本国籍を持つ方も、国民年金に任意加入することができます。
国民年金保険料は口座振替がお得です
　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。
　口座振替をご利用いただくと、保険料が自動的に引き落とされるので金融機関などに行く手間が省ける
うえ、納め忘れもなく、とても便利です。
　また、口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付することにより、月々50円割引される早割制度
や、現金納付よりも割引額が多い6か月前納・1年前納・2年前納もあり、大変お得です。
　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印を持参のうえ、ご希望の金融
機関または年金事務所へお申し出ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ先】　郡山年金事務所　☎024-932-3434
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住民課　☎36-4124

申請手続きにはマイナンバー(個人番号)が必要です
　平成28年1月からマイナンバー制度が始まり、町で行う手続きの際にマイナンバーの記入や掲示などが
求められる場合があります。福祉等に関する手続きをする場合にも、通知カード等によるマイナンバーの
掲示と本人確認が必要となりますので、必要書類を持参のうえ手続きをしてください。
　また、下記以外の手続きでもマイナンバーが必要となる場合がありますので、詳しくは各担当にお問い
合わせください。

◆手続きをする場合は以下をご持参願います。
　・個人番号カードを取得している場合
　　個人番号カード
　・個人番号カードを取得していない場合
　　通知カード、顔写真身分証明書(免許証、パスポート、住民基本台帳カードなど)
　※顔写真身分証明書をお持ちでない方は、健康保険証、年金手帳、医療受給者証、介護保険証等から
　　2点をご持参ください。
　　代理人が申請する場合は委任状、代理人の本人確認書類及び本人の個人番号カード又はその写しが必
　　要となります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ】　保健福祉課　☎36-4123

申請にマイナンバーが必要となる主な手続き

国民健康保険(資格取得・喪失・再交付等)、後期高齢者医療(資格取得・喪失・再交付等)

生活保護申請、特別弔慰金、障がい者福祉（取得・変更等）、介護保険（新規・更新・変更等）

児童手当、児童扶養手当、特別児童扶養手当、保育所入所、ひとり親家庭の貸付



スクラップ・アンド・ビルド
著者：羽田圭介

出版社：文藝春秋

「早う死にたか」毎日のようにぼやく祖父の願いをかなえてあげ
ようと、ともに暮らす孫の健斗は、ある計画を思いつく。日々の
筋トレ、転職活動。肉体も生活も再構築中の青年の心は、衰えゆ
く生の隣で次第に変化して…。
閉塞感の中に可笑しみ漂う、新しい家族小説の誕生!第153回芥
川賞受賞作。

いのちのまつり
著者：草場一寿

出版社：サンマーク出版

津軽百年食堂
著者：森沢明夫

出版社：小学館文庫

明治時代の津軽・弘前でようやく地元の蕎麦を出す食堂を開店
した賢治。それから時は流れ、四代目にあたる陽一は、父との確
執から弘前を離れて、東京で暮らしていた。故郷への反発を抱え
ながら孤独な都会で毎日を送っていた陽一は、運命に導かれる
ように、同郷の七海と出逢う。ある日、父が交通事故で入院し、
陽一はひさしぶりに帰省する。恋人の七海が語っていた幼い頃
の思い出や、賢治の娘でもある祖母の純粋な心に触れて、陽一
の故郷への思いは、少しずつ変化していく。
桜舞う津軽の地で、百年の刻を超え、受け継がれていく美しい心
の奇跡と感動の物語。

中
央
公
民
館 

図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

●月曜日～金曜日：午前８時３０分～午後５時
●第２・４木曜日：午後７時まで

返却していない本がありましたら
次の方のために早く返却しましょう!!

図書室開室時間

上記時間中、本の貸出しを行っています。
貸出期間は１冊につき２週間で、一人５冊まで借りられます。
詳しくはお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　　　　中央公民館　☎ 36－2134

☆ 日 程　平成28年３月８日（火）
　　　　  午前10時30分～
☆ 場 所　浅川町保健センター
　大型絵本や大型紙しばいを読みます。
　お楽しみに！

著者の草場さんは長崎県で起きたある事件をきっかけに、「いの
ち」の大切さを伝えるべく、最初は自費出版でこの絵本を作りあ
げました。私たち一人ひとりの背後に連なる無数の「いのち」。そ
のどれが欠けても、あなたは存在しません。その事実を言葉では
なく、視覚を使って体験してほしい思いが、壮大なしかけ絵本へ
とつながっていきました。全国発売になってからも、とくに子ど
もたちへの読み聞かせに使わせていただいています。今一度、
「いのち」の尊さ、大切さをみんなで味わってみてください。

※この本は、県の「自殺対策補助金」を活用して購入させていた
　だきました

著者の草場さんは長崎県で起きたある事件をきっかけに、「いの
ち」の大切さを伝えるべく、最初は自費出版でこの絵本を作りあ
げました。私たち一人ひとりの背後に連なる無数の「いのち」。そ
のどれが欠けても、あなたは存在しません。その事実を言葉では
なく、視覚を使って体験してほしい思いが、壮大なしかけ絵本へ
とつながっていきました。全国発売になってからも、とくに子ど
もたちへの読み聞かせに使わせていただいています。今一度、
「いのち」の尊さ、大切さをみんなで味わってみてください。

※この本は、県の「自殺対策補助金」を活用して購入させていた
　だきました
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国民年金についてのお知らせ
ご存知ですか？国民年金の任意加入制度
　老齢基礎年金(65歳から受けられる年金)は、20歳から60歳になるまでの40年間保険料を納めなければ、
満額の年金を受け取ることができません。
　国民年金保険料の納め忘れなどにより、保険料の納付済期間が40年間に満たない場合は、60歳から65
歳になるまでの間に国民年金に任意加入して保険料を納める事により、満額に近づけることができます。
　なお、老齢基礎年金を受けるためには、保険料の納付済期間や保険料の免除期間等が原則として25年以
上必要となりますが、この要件を満たしていない場合は、70歳になるまで任意加入することができます。
(ただし、昭和40年4月1日以前に生まれた方に限られます。)
　また、海外に在住する日本国籍を持つ方も、国民年金に任意加入することができます。
国民年金保険料は口座振替がお得です
　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。
　口座振替をご利用いただくと、保険料が自動的に引き落とされるので金融機関などに行く手間が省ける
うえ、納め忘れもなく、とても便利です。
　また、口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付することにより、月々50円割引される早割制度
や、現金納付よりも割引額が多い6か月前納・1年前納・2年前納もあり、大変お得です。
　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印を持参のうえ、ご希望の金融
機関または年金事務所へお申し出ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ先】　郡山年金事務所　☎024-932-3434
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住民課　☎36-4124

申請手続きにはマイナンバー(個人番号)が必要です
　平成28年1月からマイナンバー制度が始まり、町で行う手続きの際にマイナンバーの記入や掲示などが
求められる場合があります。福祉等に関する手続きをする場合にも、通知カード等によるマイナンバーの
掲示と本人確認が必要となりますので、必要書類を持参のうえ手続きをしてください。
　また、下記以外の手続きでもマイナンバーが必要となる場合がありますので、詳しくは各担当にお問い
合わせください。

◆手続きをする場合は以下をご持参願います。
　・個人番号カードを取得している場合
　　個人番号カード
　・個人番号カードを取得していない場合
　　通知カード、顔写真身分証明書(免許証、パスポート、住民基本台帳カードなど)
　※顔写真身分証明書をお持ちでない方は、健康保険証、年金手帳、医療受給者証、介護保険証等から
　　2点をご持参ください。
　　代理人が申請する場合は委任状、代理人の本人確認書類及び本人の個人番号カード又はその写しが必
　　要となります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ】　保健福祉課　☎36-4123

申請にマイナンバーが必要となる主な手続き

国民健康保険(資格取得・喪失・再交付等)、後期高齢者医療(資格取得・喪失・再交付等)

生活保護申請、特別弔慰金、障がい者福祉（取得・変更等）、介護保険（新規・更新・変更等）

児童手当、児童扶養手当、特別児童扶養手当、保育所入所、ひとり親家庭の貸付
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◆おくやみ申し上げます◆
亡くなった方 年 齢 行政区

矢吹　安夫

山田　ヒテ

関根　正幸

佐藤アヤ子

我妻　正義

江田　英治

川音あきの

岡部　義男

押見　滿子

市川フサノ

88歳

93歳

66歳

83歳

80歳

60歳

64歳

87歳

85歳

89歳

荒町

荒町

太田輪

荒町

福貴作

根岸

染

染

小貫

里白石

女 良介 美希
あ い り

みかげ

両　親赤ちゃんの名前 性別 行 政 区

坂本愛衣里

鵜澤　美景

お誕生おめでとう

本町二区

女 進一 美弥 荒町

　平成28年第1回議会定例会を次の日程で行う予
定です。
・3月  8日(火)…本会議(提案理由の説明)
・3月  9日(水)…本会議(一般質問)
・3月14日(月)…本会議(議案の審議)
・3月15日(火)…本会議(議案の審議)
・3月16日(水)…本会議(議案の審議)
　　【問い合わせ先】　議会事務局　☎36-1182

　これまで軽自動車税の納期は4月でしたが、平成
28年度から5月に変更されます。納期変更に伴い、
納税通知書の発送は5月上旬となり、納期限は5月
末日となります。
詳しくは役場税務課までお問い合わせください。
　　　　【問い合わせ先】　税務課　☎36-4122

　町では、修学の資金(以下「奨学資金」)を貸付け
ることにより教育の機会均等を図り、健全な社会
の発展に資することを目的として奨学資金の貸付
けを行っています。
◯浅川町奨学生
　対象者は、浅川町に1年以上住所を有していた方
で、次の学校へ在学又は入学する方となります。
貸付は3名程度で、貸付額は以下のとおりです。
　①奨学金の額(月額)
　　県立高等学校・高等専門学校 16,000円
　　私立高等学校 20,000円
　　国立大学 35,000円
　　私立大学 40,000円
　　国立専修大学 高等課程 16,000円
　　専門課程 35,000円
　　私立専修大学 高等課程 20,000円
　　専門課程 40,000円
　②入学支度金
　　高等学校・高等専門学校入学者 150,000円
　　大学入学者 300,000円
◯申し込み期間・方法
　4月4日(月)から15日(金)まで
　町教育委員会にある申込み用紙に必要事項を記
入し提出してください。書類選考により決定しま
す。
　詳しい内容については、お問い合わせください。
　　【問い合わせ先】　教育委員会　☎36-2297

　福島県内最古の伝統を誇る「浅川の花火」は、
町内外の皆様、各企業のご協賛を頂きながら運営
を行っております。新盆供養、回忌供養など各種
協賛花火を募集いたしておりますので、お気軽に
ご相談ください。

※二尺玉の申込期限は、3月下旬までとなっており 
　ます。それ以外の花火は、7月中旬まで受け付け
　ております。
○協賛花火連絡先
本町青年会長　八木沼成晃　☎090-6259-2938
本町青年会会計　遠藤　史貴　☎080-5554-7780
荒町青年会長　大谷　喬之　☎090-2021-7320
荒町青年会会計　石塚　圭一　☎090-2367-0069
　　【問い合わせ先】　農政商工課　☎36-1183

議会定例会のお知らせ

軽自動車の納期変更について

奨学生募集のお知らせ

伝統の供養花火協賛募集

☆協賛花火　　　　五号玉　  10,000円
　　　　　　　　　七号玉　  30,000円
　　　　　　　　　尺　玉　  62,000円
　　　　　　　　　二尺玉　540,000円
　　　　　　スターマイン　150,000円～
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2

9

16

23

30

3
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資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

卒業証書授与式
（浅中）
誕生会（浅保）
避難訓練（山保）

股関節脱臼検査
（石川町保セ）
図書室時間延長
（公民館）
お誕生教室（保セ）
交通指導
（浅保・山保）

卒園式（幼稚園）修了式・午前保育
（幼稚園）

なんでも法律相談
（福セ）

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

図書室時間延長
 （公民館）
春季休業日
～4/5まで
（中学校・各小学校）
満了式（浅保）

満了式（山保）

町防災行政無線の定時放送を併せてお聞きください

つどいの広場・
育児相談（保セ）
鼓笛移杖式・
6年生を送る会
（山小）
身体測定（浅保）

卒園式予行演習・
お弁当の日
（幼稚園）
お別れ会（山保）

つどいの広場・
育児相談
（保セ）
満了式予行（浅保）

おわかれ会
（幼稚園・浅保）
身体測定（山保）

離任式
（浅小・里小・
山小）

…在宅当番医　保セ…保健センター　福セ…地域福祉センター医○

資源ゴミ 不燃ゴミ
A地区 荒町、本町一区・二区、東大畑一区・二区
B地区 上記以外の区域
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　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　大木医院
（棚倉町）
☎３３ー２４２４

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　東舘診療所
（矢祭町）
☎４６ー３１６５

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　東白川中央病院
（棚倉町）
☎３３ー３２６３

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　車田病院
（塙町）
☎４３ー１０１９

医○

医○

広報発行日

春分の日 振替休日

建国記念日

3歳児健診（保セ）
PTA合同役員会
（浅中）
6年生を送る会
（浅小）
避難訓練（浅保）

鼓笛引継ぎ式・6年
生を送る会（里小）
ひなまつり誕生会・
自由参観日
（幼稚園）
ひなまつり会
（浅保）
ひなまつり誕生会
 （山保）

奉仕作業（浅保）

修了式（浅中）
卒業式（各小学校）
こころの健康相談
 （浅セ）

修了式（各小学校） 
新入園児用品販売
（幼稚園）

　とりごえ整形外
　科（石川町）
☎２６ー５０５０
　和田医院
（棚倉町）
☎３３ー２０１２

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　おおひら整形
（棚倉町）
☎３３ー９４６８

医○

医○

※可燃：月・木曜日の週２回、全地区収集

日
（SUN）

月
（MON）

火
（TUE）

水
（WED）

木
（THU）

金
（FRI）

土
（SAT）

火災件数
救急出動件数
人身事故件数
刑法犯件数

０件
２２件
０件
０件

１月の１月の
人口
男
女
世帯

町の動き町の動き
６,７７０人
３,３８８人
３,３８２人
２,１８３世帯

（－１７）
（－１０）
（－７）
（－５）

（２月１日現在）

　道端や公園での犬のフンの
苦情が相次いでおります。犬
の散歩の時はビニール袋を持
参し、フンの後始末をしてく
ださい。



広報あさかわ　2016.3　14

◆おくやみ申し上げます◆
亡くなった方 年 齢 行政区

矢吹　安夫

山田　ヒテ

関根　正幸

佐藤アヤ子

我妻　正義

江田　英治

川音あきの

岡部　義男

押見　滿子

市川フサノ

88歳

93歳

66歳

83歳

80歳

60歳

64歳

87歳

85歳

89歳

荒町

荒町

太田輪

荒町

福貴作

根岸

染

染

小貫

里白石

女 良介 美希
あ い り

みかげ

両　親赤ちゃんの名前 性別 行 政 区

坂本愛衣里

鵜澤　美景

お誕生おめでとう

本町二区

女 進一 美弥 荒町

　平成28年第1回議会定例会を次の日程で行う予
定です。
・3月  8日(火)…本会議(提案理由の説明)
・3月  9日(水)…本会議(一般質問)
・3月14日(月)…本会議(議案の審議)
・3月15日(火)…本会議(議案の審議)
・3月16日(水)…本会議(議案の審議)
　　【問い合わせ先】　議会事務局　☎36-1182

　これまで軽自動車税の納期は4月でしたが、平成
28年度から5月に変更されます。納期変更に伴い、
納税通知書の発送は5月上旬となり、納期限は5月
末日となります。
詳しくは役場税務課までお問い合わせください。
　　　　【問い合わせ先】　税務課　☎36-4122

　町では、修学の資金(以下「奨学資金」)を貸付け
ることにより教育の機会均等を図り、健全な社会
の発展に資することを目的として奨学資金の貸付
けを行っています。
◯浅川町奨学生
　対象者は、浅川町に1年以上住所を有していた方
で、次の学校へ在学又は入学する方となります。
貸付は3名程度で、貸付額は以下のとおりです。
　①奨学金の額(月額)
　　県立高等学校・高等専門学校 16,000円
　　私立高等学校 20,000円
　　国立大学 35,000円
　　私立大学 40,000円
　　国立専修大学 高等課程 16,000円
　　専門課程 35,000円
　　私立専修大学 高等課程 20,000円
　　専門課程 40,000円
　②入学支度金
　　高等学校・高等専門学校入学者 150,000円
　　大学入学者 300,000円
◯申し込み期間・方法
　4月4日(月)から15日(金)まで
　町教育委員会にある申込み用紙に必要事項を記
入し提出してください。書類選考により決定しま
す。
　詳しい内容については、お問い合わせください。
　　【問い合わせ先】　教育委員会　☎36-2297

　福島県内最古の伝統を誇る「浅川の花火」は、
町内外の皆様、各企業のご協賛を頂きながら運営
を行っております。新盆供養、回忌供養など各種
協賛花火を募集いたしておりますので、お気軽に
ご相談ください。

※二尺玉の申込期限は、3月下旬までとなっており 
　ます。それ以外の花火は、7月中旬まで受け付け
　ております。
○協賛花火連絡先
本町青年会長　八木沼成晃　☎090-6259-2938
本町青年会会計　遠藤　史貴　☎080-5554-7780
荒町青年会長　大谷　喬之　☎090-2021-7320
荒町青年会会計　石塚　圭一　☎090-2367-0069
　　【問い合わせ先】　農政商工課　☎36-1183

議会定例会のお知らせ

軽自動車の納期変更について

奨学生募集のお知らせ

伝統の供養花火協賛募集

☆協賛花火　　　　五号玉　  10,000円
　　　　　　　　　七号玉　  30,000円
　　　　　　　　　尺　玉　  62,000円
　　　　　　　　　二尺玉　540,000円
　　　　　　スターマイン　150,000円～

4

11

18

25

4/1

5

12

19

26

4/2

2/28

6

13

20

27

2/29

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

卒業証書授与式
（浅中）
誕生会（浅保）
避難訓練（山保）

股関節脱臼検査
（石川町保セ）
図書室時間延長
（公民館）
お誕生教室（保セ）
交通指導
（浅保・山保）

卒園式（幼稚園）修了式・午前保育
（幼稚園）

なんでも法律相談
（福セ）

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

図書室時間延長
 （公民館）
春季休業日
～4/5まで
（中学校・各小学校）
満了式（浅保）

満了式（山保）

町防災行政無線の定時放送を併せてお聞きください

つどいの広場・
育児相談（保セ）
鼓笛移杖式・
6年生を送る会
（山小）
身体測定（浅保）

卒園式予行演習・
お弁当の日
（幼稚園）
お別れ会（山保）

つどいの広場・
育児相談
（保セ）
満了式予行（浅保）

おわかれ会
（幼稚園・浅保）
身体測定（山保）

離任式
（浅小・里小・
山小）

…在宅当番医　保セ…保健センター　福セ…地域福祉センター医○

資源ゴミ 不燃ゴミ
A地区 荒町、本町一区・二区、東大畑一区・二区
B地区 上記以外の区域
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　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　大木医院
（棚倉町）
☎３３ー２４２４

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　東舘診療所
（矢祭町）
☎４６ー３１６５

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　東白川中央病院
（棚倉町）
☎３３ー３２６３

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　車田病院
（塙町）
☎４３ー１０１９

医○

医○

広報発行日

春分の日 振替休日

建国記念日

3歳児健診（保セ）
PTA合同役員会
（浅中）
6年生を送る会
（浅小）
避難訓練（浅保）

鼓笛引継ぎ式・6年
生を送る会（里小）
ひなまつり誕生会・
自由参観日
（幼稚園）
ひなまつり会
（浅保）
ひなまつり誕生会
 （山保）

奉仕作業（浅保）

修了式（浅中）
卒業式（各小学校）
こころの健康相談
 （浅セ）

修了式（各小学校） 
新入園児用品販売
（幼稚園）

　とりごえ整形外
　科（石川町）
☎２６ー５０５０
　和田医院
（棚倉町）
☎３３ー２０１２

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　おおひら整形
（棚倉町）
☎３３ー９４６８

医○

医○

※可燃：月・木曜日の週２回、全地区収集

日
（SUN）

月
（MON）

火
（TUE）

水
（WED）

木
（THU）

金
（FRI）

土
（SAT）

火災件数
救急出動件数
人身事故件数
刑法犯件数

０件
２２件
０件
０件

１月の１月の
人口
男
女
世帯

町の動き町の動き
６,７７０人
３,３８８人
３,３８２人
２,１８３世帯

（－１７）
（－１０）
（－７）
（－５）

（２月１日現在）

　道端や公園での犬のフンの
苦情が相次いでおります。犬
の散歩の時はビニール袋を持
参し、フンの後始末をしてく
ださい。
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圓谷有里佳 さん（福貴作）
▶年齢は?　３５歳
▶出身は?　長野県塩尻市
▶家族構成は?
　夫、長男、長女、次女、次男、父、母、祖母
▶趣味は?　子どもたちの追っかけ＆応援
▶今 欲しいものは?　自分の時間
▶楽しかった思い出は?
　次男と浅川のロードレース初参戦!!
　多くの方に応援して頂きました
▶どんなスポーツが好きですか?
　駅伝、陸上、テニス
▶プチ将来は？
　家族でディズニー
▶町の印象は？
　やさしい人が多い町
▶何か一言どうぞ
　美恵子さん、お願いしまーす♪

水野　一 さん（袖山）
▶年齢は?　６３歳
▶出身は?　袖山
▶家族構成は?　９人 母、子ども二人、
　子どもの妻、孫三人、妻
▶趣味は?　釣り
▶今 欲しいものは?
　仕事が忙しいので暇がほしい
▶楽しかった思い出は?
　仲間との旅行
▶どんなスポーツが好きですか?
　野球、スキー、ゴルフ
▶プチ将来は？　のんびり旅行
▶町の印象は？
　人口減なので何とか増える方法、子どもの
　出生率を上げる方法を考えてほしい
▶何か一言どうぞ
　町を明るくにぎやかにしてください

町民の方から町民の方へ友だちの輪を
ひろげていくコーナーです

次回は
関根 盛夫さん
(袖山)

の予定です次回は
我妻美恵子さん
（福貴作）
の予定です


